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公共経済学

寺島 修 

TFPと指数について

１．経済指数間の関係

以下では、i:財、s:基準年、t:比較年、また
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とする。

(ⅰ)Laspeyres 指数：基準時の行動を重視した指数
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(ⅱ)Paasche 指数：比較時(現在)の行動を重視した指数
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(ⅲ)Fisher 指数：LaspeyresとPaascheの幾何平均
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(ⅳ)Tornqvist(トロンキスト) 指数
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(ⅴ)Divisia指数
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３．指数の満たすべき性質

指数の満たすべき基本的な性質としては、以下を満たすことが望ましいとされる。

a．正性(Positivity)：常に正

b．連続性(Continuity)：価格と数量に関して連続関数

c． 比例性(Proportionality)：各項が
[image: image7.wmf]s

t

p

p

l

=

の時、
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d． 位無差別性(Commensurability or Dimensional invariance)：
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p

は、測定されている貨幣単位、物理的単位が変更されても変わらない

e． 時点転逆テスト(Time-reversal test)： 
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f． 中間値テスト(Mean-value test)：実際の数量変化の最大値と最小値の間に入っている

g． 要素転逆テスト(Factor-reversal test)：
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h． 循環テスト(Circularity test(transitivity))：
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・Divisia指数は全ての性質を満たすため最も望ましい指数とされるが、時間に関して連続関数であるために実際的には測定不可能。そのため、近似関数であるTornqvist指数が使われることが多い｡

・Fisher 指数はh.以外は全て満たす。そのため指数算出の際に、直接的な方法だけではなく、間接的な方法によっても求めることができる。

　　・Tornqvist 指数はg.以外は全て満たす。ただしg.を満たさないことはそれほど重要な問題ではないと考えられている。（g.を満たさないことにより、指数を算出するには直接的な方法しかとれない）

· Fisher 指数とTornqvist 指数のいずれをとるのが望ましいかは、得られるデータの性質にも依存する。観測の単位が短い場合は、両者の差はきわめて小さい。実際的にはTornqvist指数が使われることが多い一方で、additional self-dual propertyを持つことや、データとしてゼロを取れるという利点をFisher指数は持っている。

　　＊エグザクト指数(exact index)と最良指数(superlative index)：
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期にかけて、集計関数の値がr倍になったとすると、その数量指数も同一のr倍となるような指数｡Diewert(1976,1981)によると、Fisher 指数は”exact and superlative index”であるとされている。

３．代表的なTFP指数

(ⅰ)Tornqvist型TFP 指数
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(ⅱ)Fisher型TFP指数
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４．トランスログ関数とTFP指数

・トランスログ関数を以下のとおり定式化する。
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　比較年と基準年の比の対数をとると、
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　　よって、
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　 となり、Tornqvist(トロンキスト) 指数と一致する。

以 上
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